文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ２　氏名（所属）山下哲郎（建築学科）
著書

なし
査読付き論文

1. 渡辺俊也, 山下哲郎, 下部構造と支承部の非線形復元力特性を考慮した鉄骨置屋根構造の地震応答解析, 日本建築学会構造系論文集, Vol.85 No.768 pp.209-218, 2020年2月
2. 中西真子, 久田嘉章, 山下哲郎, 既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究, 日本地震工学会論文集, 19 5 pp.5_440-5_462, 2019年9月
3. 山下哲郎, 和田直記, 大スパンの鉄骨置屋根を支持するスライド支承の摺動安定性に関する研究, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.763 pp.1251-1258, 2019年9月
4. 荒井雄大, 山下哲郎, 主架構の振動特性を考慮した大スパン片持ち屋根の地震応答に関する研究, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.762 pp.1073-1080, 2019年8月
5. 伊藤賢治, 山下哲郎, 渡辺俊也, 置屋根支承部の繰返しせん断加力実験と耐力評価, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.759 pp.649-657, 2019年5月
国際学会論文（査読付も含む）

1. K. Ito, T. Yamashita and S. Watanabe, Inelastic shear strength and deformation of conventional steel roof bearings, 12th Pacific structural steel conference PSSC'19 (8 page paper in USB), 2019年11月
2. S. Ishiguro and T. Yamashita, Dynamic experiment of integrated ceiling system used in large span office buildings, FORM and FORCE, IASS Symposium 2019, 60th Anniversary Symposium of the International Association for Shell and Spatial Structures, pp.1358-1365, 2019年10月
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

なし
招待講演
なし
口頭発表

1. 蕪木大河, 中西真子, 山下哲郎, 久田嘉章, 既存超高層建築のH 形鋼ブレースの地震時損傷評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅲ pp.931-932）, 2019年9月
2. 中西真子, 久田嘉章, 山下哲郎, 既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅱ pp.867-868）, 2019年9月
3. 石黒翔生, 山下哲郎, 大空間オフィスで用いられるシステムライン天井のユニット振動台実験, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.1011-1012）, 2019年9月
4. 伊藤賢治, 縄田舜, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その2　支承耐力の推定モデル, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.847-848）, 2019年9月
5. 縄田舜, 伊藤賢治, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その1　実験概要と小変形域における耐力評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.845-846）, 2019年9月
6. 岸澤竜之介, 寺澤友貴, 松井良太, 竹内徹, 実石明, 小西克尚, 山田哲, 山下哲郎, 石原直, 長谷川隆, 異なる耐震設計法を用いた鉄骨置屋根体育館における屋根トラス部材の損傷評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.835-836）, 2019年9月
7. 山下哲郎, 建物の振動特性を考慮した大規模庇の地震応答評価　その2　L 字型2 自由度系モデルを用いた応答推定, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.821-822）, 2019年9月
8. 畠山尚子, 年縄巧, 山下哲郎, 鉄骨空間構造物の二次部材（母屋）にかかる仕上げ材の剛性を考慮した振動解析, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.797-798）, 2019年9月
外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤A一般／平成28～32 年度／1,300 千円（1,000 千円）、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究 (研究代表者：東京工業大学　元結正次郎）
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

なし
輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
修士３名　学士１０名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
2019年度日本建築学会大会　シェル・空間構造　若手優秀発表賞受賞（石黒翔貴、伊藤賢治）
システムライン天井の振動台実験（2019/11-12）
システムトラス置屋根体育館支承部の実験（2019/10-11）
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